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2019 年度岩⼿県臨床衛⽣検査技師会 
 定時総会が開催されました 

 
2019 年度⼀般社団法⼈臨床衛⽣検査技師会定時総会が、６⽉８⽇リリ

オにて開催されました。総会議⻑には岩⼿医科⼤学附属病院の千枝貴幸
さんが選出され、資格審査委員より会員数 575 名出席者 33 名委任状 409
名と過半数に達した事により総会成⽴が宣⾔されました。平成 30 年度事
業・決算報告、令和元年度事業計画案・予算案はすべて承認されました。 
 総会終了後の特別講演では、医療法⼈⽇新堂⼋⾓病院の櫛桁久美さん
を迎え、「知っておきたい接遇対応」と題して講演していただきました。
接遇の基礎やポイント、おもてなしの⼼など、⾝振り⼿振りを交えなが
ら、わかりやすくご講演いただき、職場に戻ってからすぐにでも実践し
なければ！と思いながら聞かせていただきました。 
 今年度の総会も無事終了し、岩臨技も役員改正・新年号と、新たな気
持ちで⼀年が始まりました。 
今年も、会員の皆さんの⼒で岩臨技を盛り上げていきましょう。 
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令和元年度・2 年度新役員紹介 
 
役職    氏名    担当        施設      

会長   行森良一    会務全般       岩手医科大学附属病院 

副会長  菊地英岳    会長代行、総務部長  県立遠野病院   

副会長  畠山秀樹    学術部長       予防医学協会 

常務理事 川村将史    公益事業部長、    いわてリハビリ 

盛岡地区担当      テーションセンター 

常務理事 高橋一博    会計部長       県立中央病院 

理事   宮本祥一    生涯教育研修部長   盛岡赤十字病院 

            HP 担当 

理事   千葉拓也    学術部、精度管理部長 岩手医科大学附属病院 

理事   熊谷 正邦    総務部、北部地区担当 県立久慈病院 
理事   山崎勝登志   書記・会報編集担当   県立軽米病院 
理事       高橋庸一郎    総務部、中部地区担当  北上済生会病院 
理事       村上 美月     書記・会報編集担当     県立胆沢病院 
理事       中沢 和浩     総務、南部地区担当     県立千厩病院 
理事       小野寺 絵美   学術部、公益部         西城病院 
理事       岡田 進       総務部、三陸地区担当  県立山田病院 
理事       千葉 典章     学術部、精度管理部     せいてつ記念病院 
事務局長   下川 波歩    事務全般                 岩手医大附属病院 
監事       井上 幸男                              盛岡赤十字病院 
会計       千枝 貴幸                              岩手医大附属病院 
会計       佐藤 和                               岩手医大附属病院 
監事    多田 勇紀            税理士法人つくし会計 

監事     村上 詩織               税理士法人つくし会計 
 

 

どうぞよろしくお願いいたします 

 

 

 

2019 年度（一社）岩手県臨床衛生検査技師会定時総会  議事録 
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日時 2019年 6 月 8日(土曜日)午後 13:30～ 

場所 リリオ 3 階イベントホール 

盛岡市大通一丁目 11番 8 号  電話  019‐623‐2520 

 

2019 年度定時総会次第 

０１．開会の辞 

０２．会長挨拶 

０３．議長選出 

０４．総会役員選出  資格審査委員・議事運営委員・書記・議事録署名人 

０５．総会成立の確認 

０６．議事 

承認第 1号 2018 年度事業について 

承認第 2号 2018 年度決算について 

承認第 3号 2018 年度監査報告について 

第 1号議案 2019 年度事業計画（案）について 

第 2号議案 2019 年度予算（案）について 

第 3号議案 2019・2020 年度理事・監事の選任（案）について 

第 4号議案 会費値上げ（案）について 

０７．総会役員解任 

０８．議長退任 

９．その他 

10．閉会の辞 

 

【議事録】 

０１．開会の辞 

０２．会長挨拶 

０３．議長選出 議長 盛岡地区 千枝貴幸氏（岩手医大附属病院） 

        事務局より提案され、全会一致で承認 

４．総会役員選出 

資格審査・議事運営委員 

委員長：岡田進理事（岩手県立山田病院） 

委員 ：柴田祐二氏（岩手医大附属病院） 佐藤和氏（岩手医大附属病院） 

書記 ：相原淳路理事（前沢診療所） 

議事録署名人：川村理恵子氏（岩手医大附属病院） 染谷俊裕氏（岩手医大附属病院） 

５．総会成立の確認 

資格審査委員長より報告 

会員 575 名  出席者 33 名  委任状 409 名 

以上、出席者と委任状合わせ 442 名で過半数（288名）を満たしており、定款第４章 第

20 条 2 項の規定により総会は成立し、議長より通常総会の成立が宣言された 

０６．議事 
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承認第 1号 2018 年度事業について 

○一般経過報告               行森良一 会長 

○事務局行動日誌              

○事業報告 

１）総務部                菊池英岳 副会長 

２）学術部                畠山秀樹 副会長 

３）公益事業部              川村将史 理事 

４）生涯教育研修部            宮本祥一 理事 

５）精度管理部・書記・会報部・地区理事会 行森良一 会長  

承認第 2号 2018 年度決算について  菊池英岳 副会長 

・収支計算書 （2018 年 4 月 1 日～2019 年 3月 31日） 

・収支計算書に対する注記 

・財産目録  （2019 年 3 月 31 日現在） 

・貸借対照表 （2019 年 3 月 31 日現在） 

・正味財産増減計算書（2018年 4 月 1日～2019 年 3 月 31 日） 

承認第 3号 2018 年度監査報告について  井上幸男 監事 

2018 年度監査報告書 

＊以上承認第 1号、2号、3号とも質疑なく、それぞれ賛成多数で承認された 

第 1号議案 2019 年度事業計画（案）について  行森良一 会長 

・第 24 回岩手県医学検査学会が中部地区技師会担当で行われる 

 ・各部門の研修会は、日臨技生涯教育補助事業による研修会を中心に開催する 

  各部門研修会では部門長に加えて、日臨技の認定技師との連携や協力を頂き研修会の企画・

運営をお願いしたい 

・新人・若手技師を対象とした研修会や、精度管理事業も例年通り行う 

・第 9回北日本支部医学検査学会（岩臨技担当）の準備委員会を編成する 

・検査と健康展は南部地区担当で開催する 11月頃開催予定（詳細未定） 

・あっぴリレーマラソンに参加し、がん予防啓発活動を行う 

・総務部では連絡網の整備、電子配信の整備事業に取り組んでいく 

・会員名簿の作成においては次回から日臨技の名簿をもとに作成する 

 職場の異動、氏名の変更等あった場合は各自で変更の手続きお願いしたい 

・未入会、新人、若手会員の勧誘を行い、組織率の向上に努める 

・会費の値上げを提案する 

 ここ数年来、財源不足が慢性的に続いており、何等かの対策を取らなければならない状況で

ある 岩臨技が諸活動をさらに充実させ、会員や社会に対する一層の貢献を行う為に、会費

の値上げを提案する 

・検体採取等に関する厚生労働省指定研修会の受講を勧め、可能な限り既卒者全員の受講を目

指す。仙台での開催は今年度が最後となるので、未受講の方は受講するようお願いする  

○事業計画(案） 

１）総務部                 菊池英岳 副会長 

   ２）学術部                 畠山秀樹 副会長 
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３）公益事業部               川村将史 理事 

４）生涯教育部               宮本祥一 理事 

５）精度管理部・書記・会報部・地区理事会  行森良一 会長  

第 2 号議案 2019 年度収支予算（案）について  菊池英岳 副会長 

2019 年 4 月 1 日～2020 年 3月 31 日収支予算書 

＊以上第 1号、第 2号議案とも、それぞれ賛成多数で議決された 

第 3号議案 2019・2020 年度理事・監事の選任（案）について  下川波歩 事務局長 

   2019・2020 年度理事・監事氏名、所属の提示 

 ＊以上第 3号議案は、賛成多数で議決された 

 第 4 号議案 会費値上げ（案）について   行森良一 会長  

質疑 山崎勝登志氏（岩手県立軽米病院） 

      値上げの理由に法人基盤強化のためとあるが、具体的に教えてほしい。 

 回答 行森良一 会長 

    公益事業の拡大や研修会などで会員のスキルアップ為に使い、技師会が充実した団体 

    になれるようにという意味合いである。 

質疑 千葉あゆみ氏（岩手県立磐井病院） 

    前年度の繰越金が 40万円程あるが、それでも会費値上げが必要なのか又、ホームページ

管理委託にいくらかかるのか教えてほしい。値上げの理由に研修会開催数の増加に対す

る費用増加とあるがこれから研修会を増やしていくのか。   

 回答 行森良一 会長 

    繰越金が多い理由は認知症の研修会や初級・職能開発講習会があったが、日臨技から補

助がおりたことや講師の謝礼や交通費、宿泊費がかからなかった。会場に中央病院を利

用したことで、会場費がかからなかった。またスタッフをボランティアで対応した為で

ある。ホームページ管理委託料は 36 万円～100 万円程度である。研修会は今後増やして

いく予定である。 

＊以上第 4号議案は、定款の改定であり 2/3 以上の賛成が必要であるが、賛成多数で議決さ

れた 

０７．総会役員解任 

   議長がすべての議事が終了したことを告げ、総会役員を解任した 

０８．議長解任 

９．その他   

  ・新理事紹介 

  ・第 24 回岩手県医学検査学会の開催日は 11 月 17 日（日曜日）、会場は北上市、日本現代

詩歌文学館で行われる。テーマは平成から令和へ ～新時代の臨床検査～ 
   演題数は 10 演題程を予定している。詳細は会報いわてやホームページ等を使ってこれ

から募集する。各地区 2 演題を目標に皆様にご協力頂きたい。高橋庸一郎実行委員長（北

上済生会病院） 

 10．閉会の辞 

 

以上議事録に相違ない事を確認しました。 
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2019 年 6 月 8 日    総会議長    千枝貴幸 

 議事録署名人    川村理恵子  染谷俊裕 

 

平成 30 年度第 5 回理事会議事録 

日時：平成 31 年 6月 8 日（土曜日） 

場所：リリオ 1 階ギャラリー 

出席者：行森良一、菊池英岳、畠山秀樹、川村将史、宮本祥一、畠山裕司、岡田進、阿部久子、

千葉拓也、千田文枝、石川学、佐藤了一、井上幸男、下川波歩、小野寺絵美、相原淳路 

はじめに（行森） 

今年度は多彩な事業が行われた。県学会を皮切りに検査と健康展、認知症対応力向上講習会 B、 

初級・職能開発講習会、宮島会長の政権報告会等があり関係者の方々にはご協力頂き感謝申し 

上げる。 

Ⅰ報告事項（行森） 

・2019 年北日本支部医学検査学会（第 8回）について 

  会期は 2019 年 10 月 5 日～6日、会場は山形テルサ・霞城セントラル 

テーマは不滅の法灯～臨床検査をさらに明るく～ 

一般演題及び抄録原稿の締め切りは 6月 21 日となっている。演題募集の声掛けをお願いした 

い。 

・第 69 回日本医学検査学会について 

  会期は 2020 年 4月 25 日～26 日、会場は仙台国際会議場他、学会長は山寺幸雄（福島県技師 

  会会長）である。福島県には会場がないということで宮城県開催となり、実務委員は福島県 

技師会と宮城県技師会で行うこととなった。 

Ⅱ各事業について 

〇承認第 1号～3号議案書の確認（議案書参照）  

・一般経過報告（行森） 

・事務局行動日誌（畠山裕司） 

・総務部（菊池）   

会員名簿を 9月に発行した。各施設のメールアドレスも掲載し名簿の有用性も増した。 

会員の親睦を深める為、ハイキングを計画したが、天候に恵まれず中止となった。 

・学術部（畠山秀樹） 

例年通り岩手県医学検査学会、精度管理調査を行った。今年初めて新人、若手対象の研修会

を行い盛況に終わった。来年度も開催できるようにしたい。 

・各研究部門（行森） 

  議案書に示す通りである。 

・公益部（川村） 

がん予防啓発事業として、9 月 9 日に安比高原スキー場で行われたあっぴリレーマラソンに

参加した。検査と健康展は 11月 25 日に二戸で実施した。今年度も例年通り行う予定である。 

・生涯教育（宮本） 
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  議案書通りである。前回の理事会で指摘されたところは修正してある。ＡＭＲ対策臨床セミ

ナーin 盛岡（微生物）が基礎 20 となっているが、専門 20 ではないかとの指摘を受けたが、

ポスター等が基礎 20として出来上がってきたのでそのままとした。 

 ・精度管理部（千葉） 

  議案書に示す通りである。 

 ・2018 年度収支決算について（菊池） 

 収支計算書、収支計算書に対する注記、財産目録、貸借対照表、正味財産増減計算書は議案

書に示す通りである。 

  次年度への繰越金が 469,848 円となった。認知症の研修会や初級・職能開発講習会が日臨技

からの補助金がおりたことや講師の謝礼や交通費、宿泊費がかからなかったこと、会場に中

央病院を利用したことで会場費がかからなかったことが理由と思われる。（行森） 

 ・事務局報告事項（畠山裕司） 

平成 31 年 3月 9 日から 6月 7日までの事務局活動報告（詳細別紙） 

  日臨技の総会が 6月 22 日に行われる。議決権行使の案内が各個人に郵送されているが、6月 

  7 日現在の岩手県の受領率は 43.11％である。今回は定款の改定もあるので総会員数の議決権 

  の 2/3以上の議決が必要となっている。回収手数料が日臨技から岩臨技に入る。県の回収率 

が半分以下の時は 0円、1/2～2/3 だと一人当たり 50 円、2/3 以上集めると 70 円、岩臨技に 

入る。忘れずに議決権を行使してほしい。 

  春秋叙勲及び藍綬褒章に係る潜在候補者調査について 

  条件に当てはまる対象者を調査することとなった。 

・地区技師会 事業報告 

 〈北部地区：岡田〉地区研修会は 3回行った。検査と健康展を 11 月に開催した。 

〈盛岡地区：川村〉地区研修会は 3 回行った。検査と健康展の開催に協力した。がん予防啓発

活動としてあっぴリレーマラソンに参加した。 

〈中部地区：千田〉地区研修会は 3回行った。 

〈南部地区：小野寺〉11 月 18日に第 23回岩手県医学検査学会を開催した。地区研修会は 2回

行った。 

〈三陸地区：石川〉地区研修会は 2 回行った。そのうち 1 回は実技も加えた腹部エコーの研修

会で大変好評であった。 

〇第 1号議案～4号議案書の確認（議案書参照） 

  第 1 号議案 2019 年度事業計画案（行森） 

 ・総務部（菊池） 

  会員名簿の今年度の発行はないが、次期発行に向けて名簿のあり方や内容について協議し、

作成の際は日臨技の会員名簿を活用したい。組織体制及び連絡網については、会員名簿やサ

イボウズを活用し、技師会活動を活発に効率的に行う。会員の親睦については、会員の声を

集め実現できる企画を立案していく。 

 ・学術部（畠山秀樹） 

  第 24 回岩手県医学検査学会が中部地区担当で 2019 年 11 月 17 日に北上市にて開催で計画し

ている。精度管理調査は 2019 年度も日臨技の精度管理 JAMTQC を使用して実施する考えであ

る。今年度も新人・若手技師対象の研修会の計画を立てたい。 
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 ・各研究部門（行森） 

  議案書に示す通りである。 

 ・公益部（川村） 

  公益事業活動は『がん予防啓発キャンペーン』と『全国 検査と健康展』の 2 事業を計画し

ている。がん予防啓発キャンペーンあっぴリレーマラソン 2019の開催日は 9月 8日となって

いる。 

  検査と健康展は南部地区（一関市予定）で行う。開催日は未定であるが 11月 3 日をメインに

考えるが、利用施設の状況によっては 11 月 24 日になる可能性もある。他の行事と重ならな

いようにする。会場は周辺のイオンは使用できない状況であり、生協で開催する予定である。 

・生涯教育（宮本） 

  例年通り、行事を進めていく。総会で承認されれば、ホームページのリニューアルも進めて

いかなくてはならない。日臨技ｅラーニングについては施設ごとの申し込みが出来るように

なった。岩手県でｅラーニングを申し込んでいるのは 20 人程度である。施設割引も利用人数

によって適応されるようだが、割引金額は不明である。 

 ・精度管理部（千葉） 

  議案書に示す通りである。日臨技精度管理調査サポート助成についてだが、2019 年度のサポ

ート助成事業は一旦中止となり、2020年度から事業を再構築して行う予定である。 

 ・書記・会報部（小野寺） 

  議案書に示す通りである。 

 ・各地区 事業計画（行森） 

  議案書に示す通りである。 

 ・第 2号議案 2019 年度収支予算（案）（行森） 

  議案書に示す通りである。管理費支出が前年度予算額と比較して 483,000 円増加しているが、

サイボウズ office 使用による経費増加の為である。 

 ・第 4号議案 会費値上げについて（案） 

  議案書に示す通りである。定款の改定であり 2/3 以上の議決権が必要となる。 

・2019 年度定時総会進行について（別紙参照） 

議長は盛岡地区の千枝貴幸氏（岩手医科大学附属病院）へお願いする。 

資格審査・議事運営委員長は岡田進理事（岩手県立山田病院）。司会は下川波歩事務局長でそ 

の他、受付、写真担当、進行方法、総会役員選出予定者等の確認。 

 

令和元年度第 1回理事会議事録 

日時：令和元年 6月 8日（土曜日） 

場所：コミュニケーションギャラリー リリオ ３階イベントホール 

出席者：行森良一、菊池英岳、畠山秀樹、川村将史、宮本祥一、畠山裕司、下川波歩 

岡田進、千葉拓也、井上幸男、熊谷正邦、山崎勝登志、高橋庸一郎、村上美月、 

小野寺絵美、 

欠席者：高橋一博、千葉典章 

1、開会（下川波歩） 
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 本日は理事 15 名のうち 14 名の方々に出席を頂いており、過半数を超えているので定款

38 条の規定により会議が成立していることが報告された。 
2、理事・監事自己紹介 

  理事の自己紹介 

3、議事 

 1）会長・副会長・常務理事の選出について 

下川波歩事務局長より、定款第 25 条第 2 項の規定により「理事のうち 1 名を会長、2 名を副

会長、常務理事 2 名をおくこととされており、その選出は理事の互選による」旨の発言があっ

た。互選の方法については事務局に一任とされた。事務局案として、行森理事を会長に、菊池

理事と畠山理事を副会長に、高橋理事と川村理事を常務理事に推薦された。なお、被選任者は

席上その就任を承諾のうえ全会一致で承認された。 
〈会長挨拶〉 
来年度は第 9 回北日本学会があり、それに向けて頑張っていかなければならない。学術部門に関

してもスキルアップを目指し内容を充実させていきたい。 
 2）令和元年度、2年度の役割分担について 

役 職 氏 名 担 当 施設名 
会長 行森 良一 会務全般 岩手医大附属病院 
副会長 菊地 英岳 会長代行、総務部長 県立遠野病院 
副会長 畠山 秀樹 学術部長、 予防医学協会 
常務理事 川村 将史 公益事業部長、盛岡地区担当 いわてリハビリ 
常務理事 高橋 一博 会計部長 県立中央病院 
理事 宮本 祥一 生涯教育研修部長、HP 担当 盛岡赤十字病院 
理事 千葉 拓也 学術部、精度管理部長 岩手医大附属病院 
理事 熊谷 正邦 総務部、北部地区担当 県立久慈病院 
理事 山崎勝登志 書記・会報編集担当 県立軽米病院 
理事 高橋庸一郎 総務部、中部地区担当 北上済生会病院 
理事 村上 美月 書記・会報編集担当 県立胆沢病院 
理事 中沢 和浩 総務、南部地区担当 県立千厩病院 
理事 小野寺 絵美 学術部、公益部 西城病院 
理事 岡田 進 総務部、三陸地区担当 県立山田病院 
理事 千葉 典章 学術部、精度管理部 せいてつ記念病院 
事務局長 下川 波歩 事務全般 岩手医大附属病院 
監事 井上 幸男  盛岡赤十字病院 
監事 多田 勇紀  つくし会計 
監事 村上 詩織  つくし会計 
会計 千枝 貴幸  岩手医大附属病院 
会計 佐藤 和  岩手医大附属病院 
上記について提案され、承認された。 

3）その他 
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 事務局から（下川波歩） 

 ①日臨技の定時総会成立に関するご協力について、総会成立のため会員数の 2/3 の議決権が必

要であるため、各施設で議決権を行使されていない方には声をかけて欲しい。（6/7正午現在

の議決権行使書受領率 43.11％） 

 ②技師連盟について、岩手県の加入目標数 84 口のところ現在加入数は 8口。 

行森会長：最低でも理事は加入するようお願いします。 

  畠山裕司：今回から、何口確約したかを報告する事となっている（6/20 まで）。 

  サイボウズのアンケートの機能を使用し、理事で加入した人数を把握する事とした。 

 ③・平成 31 年度事業における都道府県技師会へのご協力のお願いについて、 

生涯教育推進研修会開催支援は例年通り 1 研修会につき参加者 1 人あたり 500 円で 20 研

修会まで支払われる。 

（宮本）日臨技に予算等の申請は 1 ヶ月前までに、参加人数等の報告は研修会後 1 ヶ月以

内に行わなければならない。余裕を持って申請してほしい。各地区に割り振れるように

考えている。 

・都道府県主催のニューリーダー研修会は、会長と相談し今年度は行わない事とし日臨技に

報告した。 

・日臨技との共同事業である検査と健康展は今年度も計画している。 

・日臨技の精度管理結果サポート事業は、平成 30年度をもって一旦中止。 

  ・地域ニューリーダー実践講習会、ベッドサイド実践講習会、初級・職能開発講習会の開催。 

    地域ニューリーダー実践講習会は昨年度参加した川村理事が参加対象となっている。 

  ・日臨技総会委任状回収委託について、回収率により県にお金が支払われる。 

66.7％以上：100 円/人、50％以上 66.7％未満：50円/人、50％未満：0円 

  ・支部学会担当都道府県技師会での学生フォーラムの企画開催については、今年度は担当県

ではない。 

  ・中高生進路支援ガイダンスについて、企画する場合は検査と健康展の予算内で行う。 

 サイボウズについて（川村） 

  新理事の方はサイボウズへの登録のためアドレスを教えてほしい。 

4、閉会（下川波歩） 
以上をもって理事会の議案を終了し 17 時 00 分に閉会を宣言した。 
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今回の『つなぐ』は県立中央病院 宍戸美里さんです 

 

 
今回、県立釜石病院の佐藤美咲さんから引き継ぎました県立中央病院の宍戸美里です。佐藤さ

んとは大学からの同期で、前回のつなぐにもあった通りの素晴らしい学生寮で 4 年間を共にした

友人です。佐藤さんのつなぐを読んでいて、楽しい思い出とともに冬の豪雪の中で通学に心が折

れそうになったことを思い出しました。ステキな 4 年間でした。 
 さて私の「つなぐ」のテーマですが、中学・大学時代、そして社会人になってからもお世話に

なっているバレーボールについて書きたいと思います。私は中学入学とともにバレーボール部に

所属しました。バレーをするのは初めてで最初はボールと全く仲良くなれず腕はアザだらけ、中

学に入りたての頃はまだ小さいほうでしたので（たぶん）スポーツをしているというよりボール

に遊ばれていると表現したほうが正しかったと思います。私は負けず嫌いなので、ボールに遊ば

れようがアザが増えようが負けじと練習しました。できなくても楽しいので練習も苦ではありま

せんでした。そんなこんなで練習を重ねるうちにスポーツらしくなっていったと思います。サー

ブ・レシーブはもちろん、スパイクやブロックの練習もしていくうちに私の身長は伸びまくりま

した。背の順に並んでもいつの間にかうしろの位置に…。（身長を伸ばすにはジャンプするのが有

効なのではないかと思います。）高校に入ってからバレーを続けるか悩んだのですが、バドミント

ンに浮気しました。それはそれで楽しかったのですが、バレーの魅力に再びやられて大学ではバ

レーボールサークルに所属しました。就職してから病院にバレー部があることを教えていただき、

メンバーがほとんど看護師さんという中で練習や大会に参加させていただいているのですが、大

学までの 6 人制バレーと違い 9 人制バレーなので、また一からバレーを教わっている気持ちです。

今まで 6 人で守っていたコートを 9 人で守るとなると、一見楽そうに思うのですがあまり変わり

ませんでした。細かいルールも違うところが多く（説明すると長くなるので割愛します）、新たな

気持ちでバレーをしています。今は次の大会に向けて練習をしているところです。頑張ります。 
 次回は県立胆沢病院の髙橋彩さんにつなぎたいと思います。同期であり大学時代からの友人で、

大学の時から今も大変お世話になっております。一緒に献血に行くほどの仲です。今回はお忙し

い中、快く引き受けていただきありがとうございます！よろしくお願いします！ 
 

 

“つなぐ” 
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研修会のご案内 
 

【令和元年度岩臨技第 1 回一般検査部門研修会】 

 日時：2019 年 7月 20 日（土）14:00～ 

 会場：岩手医科大学附属病院 創立 60周年記念館 9階第一講義室 

 会費：日臨技会員 無料、非会員 5000 円 

 生涯教育：専門 20点 

 内容：13:30～受付 

    14:00～14:30「尿検査の基礎知識」 

    14:30～15:30「尿定性検査の要点～特徴と注意～」 

    15:45～16：45「赤血球形態について（仮）」 

 

 【2019 年度第 70 回盛岡地区研修会】 

 日時：2019 年 7月 20 日（土）14:00～18：00 

 会場：盛岡中央消防署本署 盛岡市盛岡駅西通 1-27-55 

 会費：日臨技会員 無料、非会員 5000 円 

 生涯教育：基礎 20点 

 内容：「AED を用いた応急手当講習（普通救急講習Ⅱ）」 

    ～成人に対する心肺蘇生法や AED の知識と実技に関する講習～ 

 定員：30名程度（事前申し込み制） 

 締め切り：6月 28 日（金） 

 

【2019 年度北日本支部臨床一般検査部門研修会】 

テーマ：～明日から活かせる！一般検査スキルアップ講座～ 

日時：2019 年 7 月 27 日（土）11:45～28 日（日）12:40 

 会場：福島県立医科大学 

 受講料：会員 9,000 円、非会員 10,000 円 

 申し込み締め切り 2019 年 6月 28 日（金） 

 

＊詳細は HP等でご確認ください 
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第 24 回岩手県医学検査学会からのお知らせ 

一般演題募集中！！ 

開催日：令和元年 11 月 17 日（日） 
テーマ：「平成から令和へ ～新時代の臨床検査～」 
会 場：北上市 日本現代詩歌文学館 
募集期間：令和元年 6 月中旬～7 月 31 日（水） 
 
問い合わせ先：事務局 岩手県立中部病院 臨床検査科 
           TEL：0197-71-1511 渡部 敦裕 
 

 

公益事業部からのお知らせ 
 

がん予防啓発キャンペーンあっぴリレーマラソン 2019 「STOP！大腸がん」（仮） 

場所：安比高原スキー場 

開催日：2019 年 9 月 8 日 日曜日 

参加定員：25 名 

 

あっぴで、ケンミンが健康でハッピーになれるよう技師会会員の皆様で、がん予防啓発活動を盛り

上げましょう！ 

凄く楽しいイベントです。これから走ってみようかな！と思っている方も参加しやすい大会です。小

学生以上のお子さんがいらっしゃる会員はご家族で参加してみてはいかがでしょうか！ 

また、当日に走らない方法でも啓発活動を行います。どちらの方法の参加申し込みは同じです。

参加申し込みお待ちしております。 

あっぴリレーマラソン終了後には会場でバーベキューを行い、親睦を深めたいと思っております。 

問い合わせ先：川村将史（かわむらまさし） 

公益財団法人いわてリハビリテーションセンター 

臨床検査科 ：0196925800 

携帯電話：09040764109 
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～2019 年度定時総会、特別講演～ 

 

 

 

 

～編集後記～ 

・総会は会員皆様のご協力により、無事に終わりまし

た。私も２年間の役職を終えます。終わりは新しい始

まりとも言います。検査技師として、社会人として、父

親として、何か新しいことに挑戦していきたいと思いま

す。２年間、ありがとうございました。（相原） 

・今回が最後の会報担当となりました。至らない点も

多々あったとは思いますが、皆様のご協力があり、無

事に終えることが出来ました。ありがとうございました。

（小） 

・今年度から会報『いわて』の担当を引き継ぐことにな

りました岩手県立軽米病院の山崎と申します。はじ

めての業務ということで大分戸惑っており、右も左もわ

からない状態であたふたしております。研修会の感想

文など会員の皆様にお願いすることが多々あると思

います。快く『承知いたした。』とはいかないと思います

が何卒執筆のほどよろしくお願いいたします。不足な

点が多々ありご迷惑をおかけすると思いますがご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。（山崎） 
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